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Ⅰ 岩⼿県中⼩企業振興第３期基本計画の基本的な考え⽅

Ⅱ 岩⼿県中⼩企業振興第３期基本計画の「⽬指す姿」と推進する施策

平成27年４⽉に、中⼩企業の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進することによって、持続可能で活⼒ある地域経済の振興を図ることを⽬的とした中⼩企業振興条例（平
成27年岩⼿県条例第33号。以下「条例」という。）を施⾏しました。

また、条例第12条の規定により、平成28年３⽉に、中⼩企業の振興に関する「基本的な計画」となる岩⼿県中⼩企業振興基本計画（平成28〜30年度）、平成31年３⽉に岩⼿県
中⼩企業振興第２期基本計画（平成31（令和元）〜令和４年度）、そして、令和５年３⽉に岩⼿県中⼩企業振興第３期基本計画（令和５〜８年度）を策定しました。本計画は、条
例第３条で定める「基本理念」を基本的な考え⽅とし、前計画における実施内容等を踏まえ、中⼩企業の振興に関する施策を継続的に推進するものです。
【中⼩企業振興条例の「基本理念」】
第３条 中⼩企業の振興は、次に掲げる事項を基本理念として⾏われなければならない。
(１) 中⼩企業者の新たな事業分野の開拓及び経済的社会的環境の変化に対応した経営の向上に向けた⾃主的な努⼒の促進を図ること。
(２) 中⼩企業者による魅⼒ある多様な就業の機会の創出及び中⼩企業者の事業活動により地域において⽣産され、若しくは販売される商品の消費⼜は提供される役務の利⽤の促
進を図ること。
(３) 前２号に掲げる事項が⾏われるに当たっては、県、市町村、中⼩企業者、県⺠、教育機関、中⼩企業関係団体その他の関係機関及び関係団体が参加し、連携し、及び協⼒す
るよう努めること。
本計画は、国における「⼩規模企業振興基本法」（平成26年法律第94号）の制定等を踏まえ、中⼩企業振興策を総合的かつ計画的に推進する中で、⼩規模企業者を対象とした

振興策を効果的に実施するための計画としての位置付けを有するほか、いわて県⺠計画（2019〜2028）の「⻑期ビジョン」及び第２期アクションプラン「政策推進プラン」、
「復興推進プラン」等における基本的な考え⽅や政策推進の基本⽅向等を踏まえ、⼀体的に推進していくものであり、いわて県⺠計画（2019〜2028）の政策の体系における「仕
事・収⼊」分野をはじめ、政策分野の中⼩企業の振興に関する施策を、条例第７〜11条の規定に基づき、横断的に進めるものです。

条例第３条で定める「基本理念」を基本的な考え⽅とした「⽬指す姿」を右図のように設定し、計画期
間中の重点取組事項を次の４項⽬のとおり設定しています。
【重点取組事項】
・ 東⽇本⼤震災津波からのなりわいの再⽣、新しい三陸の創造
・ コロナ禍等からの事業継続⽀援、社会経済情勢の変化に対する⾃⼰変⾰⼒の向上
・ デジタル技術等による労働⽣産性の向上、労働⼒確保、若者・⼥性等が働きやすい雇⽤・労働環境の
構築
・ 起業、スタートアップ及び事業承継の推進

また、この計画の⽬標達成に向けて、重点取組事項に加え、条例第７〜11条の規定に基づき、次の10
項⽬の具体的施策を進めることとしています。
【具体的施策】
(１) 事業活動を担う⼈材の確保・育成及び広報活動の充実（条例第７条第１項第１号関係）
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Ⅲ 令和５年度における各指標の達成状況の概要

Ａ
1指標
25%

Ｂ
1指標
25%

Ｄ
2指標
50% Ａ

35指標
75%

Ｂ
7指標
15%

Ｃ
2指標
4%

Ｄ
3指標
6%

Ａ
108指標
70%

Ｂ
26指標
17%

Ｃ
10指標
6%

Ｄ
11指標
7%

(２) 新たな商品・役務の開発、研究成果の事業化、新たな販売先の開拓等による事業規模の拡⼤等の⽀援（条例第７条第１項第２号関係）
(３) 新たな事業活動の実施等に必要な資⾦の円滑な供給（条例第７条第１項第３号関係）
(４) 経営に関する相談、指導、研修等に係る体制整備等（条例第７条第１項第４号関係）
(５) 中⼩企業者の⾃主的な努⼒を促進するために必要な環境整備（条例第７条第１項第５号関係）
(６) 地域資源を活⽤した商品・役務の販売先・提供先の開拓、新たな地域資源の発掘等（条例第７条第２項関係）
(７) 創業、円滑な事業承継の⽀援（条例第８条関係） (８) ⼩規模企業者への⽀援（条例第９条関係）
(９) 雇⽤環境の整備に対する⽀援等（条例第10条関係） (10) 消費の促進等（条例第11条関係）

「⽬指す姿」、重点取組事項及び具体的施策の達成度を測るため、本計画の施策推進の成果として施策項⽬ごとに指標を設定していますが、令和５年度における各指標の達成状
況の概要は次のとおりです。令和５年度⽬標値に対する達成度は、⽬標達成率（％）に応じて下表のとおり判定しています。

【⽬指す姿】 １ 重点取組事項 ２ 具体的施策
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◎⽬指す姿指標４指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が２指標（50％）、達成度Ｄの指標が２指標（50％）でした。
◎重点取組事項48指標は、実績値未確定の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が42指標（90％）、達成度Ｃ、Ｄの指標が５指標（10％）でした。
◎具体的施策159指標は、実績値未確定の４指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が134指標（87％）、達成度Ｃ、Ｄの指標が21指標（13％）でした。

新型コロナウイルス感染症の影響により変化した⽣活様式やエネルギー価格・物価⾼騰など社会経済環境の変化に的確に対応するため、中⼩企業者の新分野展開や業態転換等の
取組を通じた収益⼒、⽣産性の向上などの経営の⽴て直しや賃上げに向けた取組などに対して、商⼯指導団体による更なる伴⾛型⽀援を推進していく必要があります。また、安定
した雇⽤が確保され、やりがいと⽣活を⽀える所得が得られる仕事に就くことができる岩⼿の実現のためには、企業・事業者の収益⼒向上のほか、就職期の県外への転出が本県の
社会減の要因のひとつであることから、⾼卒者の県内就職率の向上、Ｕ・Ｉターンを含めた⼈材確保のための取組を進めていく必要があります。

全指標数 未確定指標数 評価指標数
ア イ ア−イ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

【⽬指す姿】
【⽬指す姿①】企業の魅⼒向上 1 0 1 1 0 0 0
【⽬指す姿②】働きやすい環境 2 0 2 0 1 0 1
【⽬指す姿③】利⽤の促進 1 0 1 0 0 0 1

計 4 0 4 1 1 0 2
１ 重点取組事項
（１）東⽇本⼤震災津波からのなりわいの再⽣、新しい三陸の創造 7 1 6 3 2 0 1
（２）コロナ禍等からの事業継続⽀援、社会経済情勢の変化に対する⾃⼰変⾰⼒の向上 17 0 17 14 3 0 0
（３）デジタル技術等による労働⽣産性の向上、労働⼒確保、若者・⼥性等が働きやすい雇⽤・労働環境の構築 18 0 18 12 2 2 2
（４）起業、スタートアップ及び事業承継の推進 6 0 6 6 0 0 0

計 48 1 47 35 7 2 3
２ 具体的施策
（１）事業活動を担う⼈材の確保・育成及び広報活動の充実 20 0 20 13 1 3 3
（２）新たな商品・役務の開発、研究成果の事業化、新たな販売先の開拓等による事業規模の拡⼤等の⽀援 17 0 17 14 3 0 0
（３）新たな事業活動の実施等に必要な資⾦の円滑な供給 2 0 2 2 0 0 0
（４）経営に関する相談、指導、研修等に係る体制整備等 9 0 9 8 0 0 1
（５）中⼩企業者の⾃主的な努⼒を促進するために必要な環境整備 15 1 14 9 5 0 0
（６）地域資源を活⽤した商品・役務の販売先・提供先の開拓、新たな地域資源の発掘等 21 1 20 14 3 1 2
（７）創業、円滑な事業承継の⽀援 12 0 12 9 2 1 0
（８）⼩規模企業者への⽀援 16 0 16 14 2 0 0
（９）雇⽤環境の整備に対する⽀援等 26 0 26 9 8 5 4
（10）消費の促進等 21 2 19 16 2 0 1

計 159 4 155 108 26 10 11

達 成 度
項  ⽬
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Ⅳ 令和５年度中⼩企業の振興に関する施策の実施状況

Ⅴ 中⼩企業の振興に関する施策の実施状況の公表

社会減 要因 、⾼卒者 県 就職率 、 含 材確保 取組 要 。

中⼩企業の振興に関する施策を推進するため、令和５年度は152事業を実施し、決算額は50,814,390千円となりました。
令和５年度に実施した152事業を、本計画の具体的施策項⽬ごとに整理した結果は以下の表のとおりです。また、個別事業の実施状況については「令和５年度中⼩企業の振興に

関する施策の実施状況⼀覧表」のとおりです。

条例第13条の規定に基づき、知事は、毎年度、中⼩企業の振興に関する施策の実施状況を公表するものとされています。これまでも、毎年度、前年度の実施状況を取りまとめ、
県ホームページを通じて公表しているところですが、岩⼿県中⼩企業振興第３期基本計画（令和５〜８年度）の初年度である令和５年度の実施状況についても、同様に県ホーム
ページを通じて公表します。

全事業数 再掲事業数 実事業数

Ａ Ｂ Ａ−Ｂ 全事業 実事業

（１）事業活動を担う⼈材の確保・育成及び広報活動の充実 44 33 11 3,517,110 161,799
（２）新たな商品・役務の開発、研究成果の事業化、新たな販売先の開拓等による事業規模の拡⼤等の⽀援 43 26 17 2,121,268 217,736
（３）新たな事業活動の実施等に必要な資⾦の円滑な供給 7 2 5 42,777,459 18,281,903
（４）経営に関する相談、指導、研修等に係る体制整備等 19 16 3 3,334,915 378,978
（５）中⼩企業者の⾃主的な努⼒を促進するために必要な環境整備 35 22 13 76,516,638 26,441,539
（６）地域資源を活⽤した商品・役務の販売先・提供先の開拓、新たな地域資源の発掘等 57 27 30 1,594,607 1,232,408
（７）創業、円滑な事業承継の⽀援 35 23 12 4,560,209 1,142,768
（８）⼩規模企業者への⽀援 48 46 2 48,860,736 1,297,077
（９）雇⽤環境の整備に対する⽀援等 37 9 28 1,311,368 1,138,417
（10）消費の促進等 28 9 19 586,837 466,132

⼩  計 353 213 140 185,181,147 50,758,757
 その他広域振興圏における主な取組 12 0 12 55,633 55,633

合  計 365 213 152 185,236,780 50,814,390

令和５年度決算額（千円）
具体的施策項⽬
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Ⅵ 各指標の達成状況

【⽬指す姿】

概 要

【⽬指す姿①】企業の魅⼒向上

№ ⽬指す姿指標 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

①
従業者⼀⼈当たりの付加価値額（単位：
千円）

5,717 5,831 5,976 Ａ 6,006

【⽬指す姿②】働きやすい環境

№ ⽬指す姿指標 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

②-1 総実労働時間［年間］（単位：時間） 1,761.6 1,710.1 1,742.4 Ｄ 1,633.0
②-2 ⾼卒者の県内就職率（単位：％） 74.1 84.5 71.5 Ｂ 84.5

◎⽬指す姿指標４指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が２指標（50％）、達成度Ｄの指標が２指
標（50％）でした。
○総実労働時間［年間］：全国では総実労働時間が微増している中、本県は、働き⽅改⾰
の取組などにより毎年減少し、全国⽔準との差も縮まりつつあるものの、全国と⽐較し有
給休暇の取得率が低く、所定内労働時間が⻑いことなどを背景に、⼤幅な労働時間の減少
には⾄りませんでした。
○⾼卒者の県内就職率：新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年度は地元志向
が⾼まっていましたが、全国的な⼈⼿不⾜などを背景に、県内就職率は減少しました。
○県の官公需契約件数に占める中⼩企業との契約件数の割合：特定の業務について⼤企業
との契約となる事例があることから、契約件数の割合は減少しました。

備  考

現状値はR2年の値（出典：経済産業省企業活動
基本調査）

備  考

Ａ
1指標
25%

Ｂ
1指標
25%

Ｄ
2指標
50%
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【⽬指す姿③】利⽤の促進

№ ⽬指す姿指標 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

③
県の官公需契約件数に占める中⼩企業と
の契約件数の割合（単位：％）

87.4 88.0 85.5 Ｄ 90.0

１ 重点取組事項
（１）東⽇本⼤震災津波からのなりわいの再⽣、新しい三陸の創造

概 要

ア 三陸の多様な資源を⽣かした産業振興に向けた⽀援

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-1-1
職場環境改善やデジタル技術導⼊等の⽀
援事業者数（単位：者）〔累計〕

− 8 7 Ｂ 32

◎重点取組事項（１）の７指標は、実績値未確定の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が
５指標（83％）、達成度Ｄの指標が１指標（17％）でした。
○⽔産加⼯事業者１社当たりの製造品出荷額：サケ、サンマ等主要⿂種の不漁による⽔揚
量の減少や原材料価格の⾼騰等により、加⼯原料の調達が困難となるなどの影響がありま
した。
○再⽣可能エネルギー導⼊量：事業者への⾃家消費型太陽光発電設備の導⼊⽀援等に取り
組みました。
○三陸地域における観光消費額（⽇本⼈）：デジタルマーケティングを活⽤し、周遊・滞
在型観光推進に向けた地元⾃治体等の戦略策定を⽀援するとともに、内陸から沿岸への周
遊促進などに取り組みました。（統計調査中のため実績値未確定）

備  考

現状値内訳：物件 92.2％、⼯事 94.7％、役務
67.5％、実績値内訳：物件 90.8％、⼯事
93.6％、役務 66.4％

備  考

Ａ
3指標
50%Ｂ

2指標
33%

Ｄ
1指標
17%
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-1-2
再⽣可能エネルギー導⼊量（単位：Ｍ
Ｗ）

1,681 1,966 1,967 Ａ 2,198

イ 被災地の企業の経営安定化及び販路開拓等に向けた取組の⽀援

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-1-3
中⼩企業東⽇本⼤震災復興資⾦の融資額
（単位：億円）〔累計〕

4,173 4,192 4,203 Ａ 4,213 1-1-6

ウ ⽔産物の販路の開拓・拡⼤の推進

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-1-4
⽔産加⼯事業者１社当たりの製造品出荷
額（単位：億円）

5.95 6.19 5.44 Ｄ 6.56

1-1-5
⽔産加⼯業者における商品開発等の⽀援
件数（単位：件）〔累計〕

17 40 32 Ｂ 160

エ 被災した⽔産加⼯業者に対する⽀援

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-1-6
中⼩企業東⽇本⼤震災復興資⾦の融資額
（単位：億円）〔累計〕

4,173 4,192 4,203 Ａ 4,213 1-1-3

備  考

現状値はH23〜R3年までの累計、⽬標値はH23
年からの累計

備  考

備  考

備  考

現状値はH23〜R3年までの累計、⽬標値はH23
年からの累計

現状値はR1年の値

現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5年からの
累計
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オ 復興ツーリズムの推進

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-1-7
三陸地域における観光消費額（⽇本⼈）
（単位：億円）

275.6 350.3 − − 419.2

（２）コロナ禍等からの事業継続⽀援、社会経済情勢の変化に対する⾃⼰変⾰⼒の向上

概 要

ア 中⼩企業者が⾏う経営⼒の強化やデジタル技術の活⽤等による⽣産性の向上、新たな事業活動などの取組の促進

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-2-1
経営⾰新計画承認件数（単位：件）〔累
計〕

805 895 908 Ａ 1,045 1-3-1

1-2-2
商⼯指導団体による指導を受けた企業・
組合数（単位：企業・組合）〔累計〕

115,905 189,905 193,364 Ａ 300,905 1-3-2

◎重点取組事項（２）の17指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が17指標（100％）でした。
○中⼩企業等の⽣産性向上及び適切かつ円滑な価格転嫁に向け、新たな設備投資や⼈材育
成等に要する経費を補助し、賃上げのための環境整備に取り組む中⼩企業等の⽀援に取り
組みました。
○半導体関連では、東北半導体・エレクトロニクスデザイン研究会等と連携し、企業ニー
ズに応じたビジネスマッチングや⼈材育成を⾏ったほか、⼤分県と連携協定を締結するな
ど国内外の先進地域とのネットワークの構築や協業、取引拡⼤に取り組みました。
○県内ものづくり企業の新分野への参⼊促進を図るために、新たに創設したヘルステック
等製品化促進事業費補助等により、県内ものづくり企業の製品化・事業化の⽀援に取り組
みました。

現状値はR2年の値、実績値未確定

備  考

備  考

現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標値はR1年
からの累計

現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標値はR1年
からの累計

Ａ
14指標
82%

Ｂ
3指標
18%
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-2-3
データ利活⽤による経営⼒強化を図る企
業のモデル事例創出件数（単位：件）
〔累計〕

− 4 7 Ａ 16 1-3-3

イ 企業のライフステージに対応した切れ⽬のない⾦融⽀援

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-2-4
商⼯観光振興資⾦及び中⼩企業成⻑応援
資⾦の貸付件数（単位：件）〔累計〕

2,046 3,446 4,207 Ａ 5,546

1-2-5
設備貸与制度の利⽤実績（単位：件）
〔累計〕

83 137 163 Ａ 218

ウ 多様な主体の連携によるまちのにぎわい創出

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-2-6
商業・サービス業者に対する専⾨家利⽤
企業数（単位：企業）〔累計〕

694 1,076 1,439 Ａ 1,796

1-2-7
にぎわいや魅⼒づくりにつながる活動に
取り組む商店街の割合（単位：％）〔累
計〕

61.9 61.5 71.6 Ａ 64.5

エ 社会経済環境の変化に対応したものづくり産業の⼀層の集積と⾼度化の推進

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-2-8
地場企業の⾃動⾞関連取引成約件数（単
位：件）〔累計〕

35 35 37 Ａ 140

現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標値はR1年
からの累計

現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標値はR1年
からの累計

備  考

現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標値はR1年
からの累計

備  考

現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5年からの
累計

⽬標値はR5年からの累計

備  考

備  考
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-2-9
地場企業の半導体関連取引成約件数（単
位：件）〔累計〕

24 30 25 Ｂ 120

オ 地域経済に好循環をもたらす多様な企業間連携の強化拡⼤

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-2-10
新規⼜は拡⼤した企業間連携数（単位：
件）〔累計〕

2 3 3 Ａ 12

カ 企業間・産学官連携を通じた関連技術の開発などによる新産業の創出

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-2-11
医療機器関連取引成約件数（単位：件）
〔累計〕

11 11 11 Ａ 44

1-2-12
新産業分野における産学官連携による新
規研究開発件数（単位：件）〔累計〕

5 6 6 Ａ 24

キ ⾷産業の更なる発展に向けた事業活動・販路開拓への⽀援

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-2-13
国内の⾷の商談会等出展者数（単位：
者）〔累計〕

567 500 561 Ａ 2,000

1-2-14
国内の⾷の商談会有望取引件数（単位：
件）〔累計〕

309 400 429 Ａ 1,600

備  考

現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5年からの
累計

現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5年からの
累計

備  考

現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5年からの
累計

備  考

現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5年からの
累計

備  考

現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5年からの
累計

現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5年からの
累計
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ク 伝統⼯芸・漆・アパレルなど地場産業の経営⼒向上への⽀援

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-2-15
伝統的⼯芸品の製造品出荷額（単位：百
万円）

2,463 2,579 2,898 Ａ 2,927

ケ 温室効果ガス排出削減対策の推進

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-2-16
いわて地球環境にやさしい事業所認定数
（単位：事業所）

228 272 270 Ｂ 344

1-2-17
乗⽤⾞の登録台数に占める次世代⾃動⾞
の割合（単位：％）

22.7 27.1 26.9 Ｂ 33.7

（３）デジタル技術等による労働⽣産性の向上、労働⼒確保、若者・⼥性等が働きやすい雇⽤・労働環境の構築

概 要
◎重点取組指標（３）の18指標（（３）の中での重複を除く）は、達成度Ａ、Ｂの指標が
14指標（78％）、達成度Ｃ、Ｄの指標が4指標（22％）でした。
○岩⼿県内に将来働いてみたいと思う企業がある⾼校⽣の割合：学校の授業やインター
ネット等において、県内企業の情報や県内で働くイメージを⼗分に浸透させることができ
ず、「今は分からない」の回答が約６割を占めました。
○県営建設⼯事における週休⼆⽇⼯事の実施割合：発注者指定型の⼯事を拡⼤することで
上昇したものの、受注者希望型の⼯事では、雇⽤形態等の理由で作業⽇数を確保したい企
業が週休⼆⽇を希望しないケースなどがありました。
○Ｕ・Ｉターン就職者数：令和４年度の738⼈を上回ったものの、全国的な⼈⼿不⾜の
中、正社員の求⼈数や賃⾦⽔準の差などを背景に東京圏への転⼊超過の状況が続くなど、
就業者の東京⼀極集中への動きが⾒られました。

備  考

備  考

Ａ
12指標
67%

Ｂ
2指標
11%

Ｃ
2指標
11%

Ｄ
2指標
11%
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ア 中⼩企業者が⾏う経営⼒の強化やデジタル技術の活⽤等による⽣産性の向上、新たな事業活動などの取組の促進

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-3-1
経営⾰新計画承認件数（単位：件）〔累
計〕

805 895 908 Ａ 1,045 1-2-1

1-3-2
商⼯指導団体による指導を受けた企業・
組合数（単位：企業・組合）〔累計〕

115,905 189,905 193,364 Ａ 300,905 1-2-2

1-3-3
データ利活⽤による経営⼒強化を図る企
業のモデル事例創出件数（単位：件）
〔累計〕

− 4 7 Ａ 16 1-2-3

イ 若者や⼥性などに魅⼒ある雇⽤・労働環境の構築

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-3-4
いわて働き⽅改⾰推進運動参加事業者数
（単位：事業者）〔累計〕

680 945 945 Ａ 1,350

1-3-5
いわて健康経営認定事業所数（単位：事
業所）

352 646 591 Ｂ 1,036

1-3-6
えるぼし認定企業・いわて⼥性活躍認定
企業等数（単位：社）〔累計〕

362 542 545 Ａ 812

1-3-7 正社員就職・正社員転換数（単位：⼈） 9,323 12,000 9,529 Ｃ 12,000

ウ 県内就業の促進及びＵ・Iターンによる⼈材確保の推進

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-3-8
岩⼿県内に将来働いてみたいと思う企業
がある⾼校⽣の割合（単位：％）

− 35.0 19.8 Ｄ 50.0 1-3-15

備  考

備  考

備  考

現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標値はR1年
からの累計

現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標値はR1年
からの累計

⽬標値はR5年からの累計
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-3-9
ジョブカフェいわてのサービスを利⽤し
て就職決定した⼈数（単位：⼈）

1,027 1,150 1,158 Ａ 1,330

1-3-10 ⼤卒者３年以内の離職率（単位：％） 37.0 31.0 33.5 Ｂ 31.0

1-3-11
Ｕ・Ｉターン就職者数（単位：⼈）〔累
計〕

855 1,000 788 Ｃ 4,000 1-3-20

エ ものづくり産業の⽣産性･付加価値向上の加速化

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-3-12
県・国の⽀援によりデジタル化に取り組
むものづくり企業数（単位：社）〔累
計〕

11 12 15 Ａ 48

1-3-13
ものづくり企業と県内ＩＴ企業の取引成
約件数（単位：件）〔累計〕

6 7 7 Ａ 28

オ デジタル⼈材の育成

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-3-14
デジタル⼈材育成関連セミナー受講者数
（単位：⼈）

− 500 571 Ａ 500

カ ものづくり産業⼈材の育成・確保・定着

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-3-15
岩⼿県内に将来働いてみたいと思う企業
がある⾼校⽣の割合（単位：％）

− 35.0 19.8 Ｄ 50.0 1-3-8

1-3-16
３Ｄデジタル技術に関する講習の受講者
数（単位：⼈）〔累計〕

1,082 1,622 2,094 Ａ 2,432

備  考

現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標値はR1年
からの累計

備  考

現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5年からの
累計

現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5年からの
累計

備  考

現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5年からの
累計

備  考
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キ 建設業の将来を担う⼈材の確保、育成

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-3-17
県営建設⼯事における週休⼆⽇⼯事の実
施割合（単位：％）

61.0 88.0 76.0 Ｄ 100.0 1-3-21

1-3-18
県営建設⼯事におけるＩＣＴ活⽤⼯事の
実施件数（単位：件）〔累計〕

73 91 153 Ａ 148 1-3-22

ク 岩⼿ファンの拡⼤とＵ・Ｉターンの促進

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-3-19 移住相談件数（単位：件） 8,128 9,200 10,311 Ａ 11,100

1-3-20
Ｕ・Ｉターン就職者数（単位：⼈）〔累
計〕

855 1,000 788 Ｃ 4,000 1-3-11

ケ 建設業における労働環境の整備、技術⼒・⽣産性の向上、経営基盤の強化

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-3-21
県営建設⼯事における週休⼆⽇⼯事の実
施割合（単位：％）

61.0 88.0 76.0 Ｄ 100.0 1-3-17

1-3-22
県営建設⼯事におけるＩＣＴ活⽤⼯事の
実施件数（単位：件）〔累計〕

73 91 153 Ａ 148 1-3-18

備  考

備  考

備  考

現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5年からの
累計
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（４）起業、スタートアップ及び事業承継の推進

概 要

ア 若者をはじめとする起業者の育成による経営⼈材の確保、起業・スタートアップの⽀援

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-4-1
商⼯指導団体による創業指導回数（単
位：回）〔累計〕

1,499 2,599 2,730 Ａ 4,399

1-4-2
いわて起業家育成資⾦の利⽤実績（単
位：件）〔累計〕

284 484 673 Ａ 784

イ 商⼯指導団体や⾦融機関などの⽀援機関連携による事業承継の円滑化や⼈材育成に向けた取組の促進

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-4-3
商⼯指導団体による事業承継診断を受け
た企業数（単位：企業）〔累計〕

1,908 2,628 3,691 Ａ 3,708

1-4-4
事業承継の⽀援を受けた企業数（単位：
企業）〔累計〕

3,172 4,772 5,339 Ａ 7,172

◎重点取組指標（４）の６指標は、達成度Ａの指標が６指標（100％）でした。
○県内の産学官⾦の連携により設置した「いわてスタートアップ推進プラットフォーム」
を核として、起業マインドの醸成や経営能⼒の向上等を図るためのセミナーや起業家交流
会等を開催しました。
○若者や⼥性の新規創業者の育成を推進するため、⾦融機関を通じて開業に必要な資⾦を
融資するとともに、県が利⼦や信⽤保証料の事業者負担分の⼀部を補助するなど、起業者
等の経営安定化に向けた⽀援に取り組みました。
○県内企業の事業承継を推進するため、事業を引き継いだ者が⾏う事業拡⼤・新規事業に
要する経費の補助に取り組みました。
○市町村や関係団体と連携し、地域おこし協⼒隊等を対象に起業や就業に関するセミナー
や活動事例発表会を開催するなど、地域への定着に向けた⽀援を⾏いました。

備  考

現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標値はR1年
からの累計
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標値はR1年
からの累計

備  考

現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標値はR1年
からの累計
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標値はR1年
からの累計

Ａ
6指標
100%
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ウ 地域コミュニティ活動を⽀える⼈材の育成

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-4-5 地域おこし協⼒隊員数（単位：⼈） 210 242 266 Ａ 260

エ 安⼼して移住し、活躍できる環境の整備

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

重点取組事項
重複№

1-4-6
移住コーディネーター、定住⽀援員等を
配置している市町村数（単位：市町村）

31 33 33 Ａ 33

備  考

備  考

−17−



２ 具体的施策
（１）事業活動を担う⼈材の確保・育成及び広報活動の充実（条例第７条第１項第１号関係）

概 要

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-1-1
岩⼿県内に将来働いてみたいと思う企業
がある⾼校⽣の割合（単位：％）

− 35.0 19.8 Ｄ 50.0 ○ 2-9-8
1-3-8、1-3-
15

2-1-2
３Ｄデジタル技術に関する講習の受講者
数（単位：⼈）〔累計〕

1,082 1,622 2,094 Ａ 2,432
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

1-3-16

2-1-3
県営建設⼯事における週休⼆⽇⼯事の実
施割合（単位：％）

61.0 88.0 76.0 Ｄ 100.0 2-4-8
1-3-17、1-3-
21

2-1-4
デジタル⼈材育成関連セミナー受講者数
（単位：⼈）

− 500 571 Ａ 500 1-3-14

2-1-5
科学技術普及啓発イベント等来場者数
（単位：⼈）〔累計〕

− 3,000 4,863 Ａ 13,750

2-1-6
いわてグローカル⼈材育成推進協議会の
⽀援制度を利⽤して海外留学した学⽣数
（単位：⼈）〔累計〕

− 5 3 Ｃ 20

◎具体的施策（１）の20指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が14指標（70％）、達成度Ｃ、Ｄの
指標が６指標（30％）でした。
○岩⼿県内に将来働いてみたいと思う企業がある⾼校⽣の割合：学校の授業やインター
ネット等において、県内企業の情報や県内で働くイメージを⼗分に浸透させることができ
ず、「今は分からない」の回答が約６割を占めました。
○県営建設⼯事における週休⼆⽇⼯事の実施割合：発注者指定型の⼯事を拡⼤することで
上昇したものの、受注者希望型の⼯事では、雇⽤形態等の理由で作業⽇数を確保したい企
業が週休⼆⽇を希望しないケースなどがありました。
○県内⼤学等卒業者の県内就職率：⾸都圏の有効求⼈倍率が⾼⽔準で推移し、県外企業か
らの求⼈の増加が⾒られ、他の東北各県と同様に県内就職率が伸び悩みました。

Ａ
13指標
65%

Ｂ
1指標
5%

Ｃ
3指標
15%

Ｄ
3指標
15%
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-1-7
グローバルキャリアフェアの参加者数
（単位：⼈）〔累計〕

17 31 24 Ｃ 136

2-1-8
将来希望する職業（仕事）について考え
ている⾼校２年⽣の割合（単位：％）

48.0 50.0 50.0 Ａ 55.0 ○

2-1-9
地域課題解決を⽬的とした県内⾼等教育
機関との共同研究数（単位：件）〔累
計〕

53 75 86 Ａ 120

2-1-10
県内⼤学等卒業者の県内就職率（単
位：％）

47.0 48.5 40.8 Ｄ 50.0

2-1-11
県内企業等へのインターンシップ参加者
数（単位：⼈）

238 200 412 Ａ 500

2-1-12
⾼⼤連携ウインター・セッションへの参
加者数（単位：⼈）

− 700 1,008 Ａ 730

2-1-13
ジョブカフェいわてのサービスを利⽤し
て就職決定した⼈数（単位：⼈）

1,027 1,150 1,158 Ａ 1,330 2-9-9 1-3-9

2-1-14 ⼤卒者３年以内の離職率（単位：％） 37.0 31.0 33.5 Ｂ 31.0 ○ 2-9-10 1-3-10

2-1-15
Ｕ・Ｉターン就職者数（単位：⼈）〔累
計〕

855 1,000 788 Ｃ 4,000
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

○
2-7-8、2-9-
11

1-3-11、1-3-
20

2-1-16
商⼯指導団体による創業指導回数（単
位：回）〔累計〕

1,499 2,599 2,730 Ａ 4,399
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-7-3、2-8-6 1-4-1

2-1-17
いわて起業家育成資⾦の利⽤実績（単
位：件）〔累計〕

284 484 673 Ａ 784
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-7-4、2-8-7 1-4-2

2-1-18
伝統的⼯芸品の製造品出荷額（単位：百
万円）

2,463 2,579 2,898 Ａ 2,927
2-2-17、2-6-
3、2-8-16

1-2-15

2-1-19
本県への再来訪意向を持つ⼈の割合（単
位：％）

85.0 85.0 85.1 Ａ 85.0 2-10-10

2-1-20
いわて若者交流ポータルサイト新規登録
団体数（単位：団体）

− 4 12 Ａ 4
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（２）新たな商品・役務の開発、研究成果の事業化、新たな販売先の開拓等による事業規模の拡⼤等の⽀援（条例第７条第１項第２号関係）

概 要

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-2-1
経営⾰新計画承認件数（単位：件）〔累
計〕

805 895 908 Ａ 1,045
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

○ 2-4-1、2-8-1 1-2-1、1-3-1

2-2-2
商⼯指導団体による指導を受けた企業・
組合数（単位：企業・組合）〔累計〕

115,905 189,905 193,364 Ａ 300,905
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

○ 2-4-2、2-8-2 1-2-2、1-3-2

2-2-3
データ利活⽤による経営⼒強化を図る企
業のモデル事例創出件数（単位：件）
〔累計〕

− 4 7 Ａ 16 ⽬標値はR5年からの累計 ○ 2-4-3、2-8-3 1-2-3、1-3-3

2-2-4
商業・サービス業者に対する専⾨家利⽤
企業数（単位：企業）〔累計〕

694 1,076 1,439 Ａ 1,796
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-4-6、2-8-
10

1-2-6

2-2-5
にぎわいや魅⼒づくりにつながる活動に
取り組む商店街の割合（単位：％）〔累
計〕

61.9 61.5 71.6 Ａ 64.5
2-4-7、2-8-
11

1-2-7

2-2-6
地場企業の⾃動⾞関連取引成約件数（単
位：件）〔累計〕

35 35 37 Ａ 140
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

1-2-8

◎具体的施策（２）の17指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が17指標（100％）でした。
○中⼩企業等の⽣産性向上及び適切かつ円滑な価格転嫁に向け、新たな設備投資や⼈材育
成等に要する経費を補助し、賃上げのための環境整備に取り組む中⼩企業等の⽀援に取り
組みました。
○半導体関連では、東北半導体・エレクトロニクスデザイン研究会等と連携し、企業ニー
ズに応じたビジネスマッチングや⼈材育成を⾏ったほか、⼤分県と連携協定を締結するな
ど国内外の先進地域とのネットワークの構築や協業、取引拡⼤に取り組みました。
○県内ものづくり企業の新分野への参⼊促進を図るために、新たに創設したヘルステック
等製品化促進事業費補助等により、県内ものづくり企業の製品化・事業化の⽀援に取り組
みました。

Ａ
14指標
82%

Ｂ
3指標
18%
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-2-7
地場企業の半導体関連取引成約件数（単
位：件）〔累計〕

24 30 25 Ｂ 120
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

1-2-9

2-2-8
新規⼜は拡⼤した企業間連携数（単位：
件）〔累計〕

2 3 3 Ａ 12
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

○ 1-2-10

2-2-9
医療機器関連取引成約件数（単位：件）
〔累計〕

11 11 11 Ａ 44
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

1-2-11

2-2-10
新産業分野における産学官連携による新
規研究開発件数（単位：件）〔累計〕

5 6 6 Ａ 24
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

1-2-12

2-2-11
県・国の⽀援によりデジタル化に取り組
むものづくり企業数（単位：社）〔累
計〕

11 12 15 Ａ 48
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

1-3-12

2-2-12
ものづくり企業と県内ＩＴ企業の取引成
約件数（単位：件）〔累計〕

6 7 7 Ａ 28
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

1-3-13

2-2-13
国内の⾷の商談会等出展者数（単位：
者）〔累計〕

567 500 561 Ａ 2,000
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

2-6-1、2-8-
12

1-2-13

2-2-14
国内の⾷の商談会有望取引件数（単位：
件）〔累計〕

309 400 429 Ａ 1,600
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

2-6-2、2-8-
13

1-2-14

2-2-15
⽔産加⼯業者における商品開発等の⽀援
件数（単位：件）〔累計〕

17 40 32 Ｂ 160
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

2-8-14 1-1-5

2-2-16
国内の⾷の商談会等出展者（⽔産加⼯
業）数（単位：者）〔累計〕

89 95 94 Ｂ 380 2-8-15

2-2-17
伝統的⼯芸品の製造品出荷額（単位：百
万円）

2,463 2,579 2,898 Ａ 2,927
2-1-18、2-6-
3、2-8-16

1-2-15
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（３）新たな事業活動の実施等に必要な資⾦の円滑な供給（条例第７条第１項第３号関係）

概 要

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-3-1
商⼯観光振興資⾦及び中⼩企業成⻑応援
資⾦の貸付件数（単位：件）〔累計〕

2,046 3,446 4,207 Ａ 5,546
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

○ 2-8-8 1-2-4

2-3-2
設備貸与制度の利⽤実績（単位：件）
〔累計〕

83 137 163 Ａ 218
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

○ 2-8-9 1-2-5

◎具体的施策（３）の２指標は、達成度Ａの指標が２指標（100％）でした。
○⾦融機関等と連携し、中⼩企業者の新たな事業活動の実施等に必要な資⾦の円滑な供給
を図りました。

◇商⼯観光振興資⾦：設備の改善や事業の推進などに必要な資⾦を融資する制度
◇中⼩企業成⻑応援資⾦：①雇⽤の増加、事業の拡⼤、新分野への進出などに意欲的に取
り組もうとする⽅に必要な資⾦・②事業を承継するため法の認定を受けた中⼩企業の代表
者個⼈に必要な資⾦を融資する制度
◇設備貸与制度：必要とする機械・設備をいわて産業振興センターが商社・メーカーから
直接購⼊し、⻑期・低利で貸与（割賦販売）する制度

Ａ
2指標
100%
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（４）経営に関する相談、指導、研修等に係る体制整備等（条例第７条第１項第４号関係）

概 要

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-4-1
経営⾰新計画承認件数（単位：件）〔累
計〕

805 895 908 Ａ 1,045
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

○ 2-2-1、2-8-1 1-2-1、1-3-1

2-4-2
商⼯指導団体による指導を受けた企業・
組合数（単位：企業・組合）〔累計〕

115,905 189,905 193,364 Ａ 300,905
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

○ 2-2-2、2-8-2 1-2-2、1-3-2

2-4-3
データ利活⽤による経営⼒強化を図る企
業のモデル事例創出件数（単位：件）
〔累計〕

− 4 7 Ａ 16 ⽬標値はR5年からの累計 2-2-3、2-8-3 1-2-3、1-3-3

2-4-4
商⼯指導団体による事業承継診断を受け
た企業数（単位：企業）〔累計〕

1,908 2,628 3,691 Ａ 3,708
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-7-1、2-8-4 1-4-3

2-4-5
事業承継の⽀援を受けた企業数（単位：
企業）〔累計〕

3,172 4,772 5,339 Ａ 7,172
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-7-2、2-8-5 1-4-4

2-4-6
商業・サービス業者に対する専⾨家利⽤
企業数（単位：企業）〔累計〕

694 1,076 1,439 Ａ 1,796
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

○
2-2-4、2-8-
10

1-2-6

◎具体的施策（４）の９指標は、達成度Ａの指標が８指標（89％）、達成度Ｄの指標が１
指標（11％）でした。
○中⼩企業等の⽣産性向上及び適切かつ円滑な価格転嫁に向け、新たな設備投資や⼈材育
成等に要する経費を補助し、賃上げのための環境整備に取り組む中⼩企業等の⽀援に取り
組みました。
○県内企業の事業承継を推進するため、事業を引き継いだ者が⾏う事業拡⼤・新規事業に
要する経費の補助に取り組みました。
○県営建設⼯事における週休⼆⽇⼯事の実施割合：発注者指定型の⼯事を拡⼤することで
上昇したものの、受注者希望型の⼯事では、雇⽤形態等の理由で作業⽇数を確保したい企
業が週休⼆⽇を希望しないケースなどがありました。

Ａ
8指標
89%

Ｄ
1指標
11%

−23−



№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-4-7
にぎわいや魅⼒づくりにつながる活動に
取り組む商店街の割合（単位：％）〔累
計〕

61.9 61.5 71.6 Ａ 64.5
2-2-5、2-8-
11

1-2-7

2-4-8
県営建設⼯事における週休⼆⽇⼯事の実
施割合（単位：％）

61.0 88.0 76.0 Ｄ 100.0 2-1-3
1-3-17、1-3-
21

2-4-9
県営建設⼯事におけるＩＣＴ活⽤⼯事の
実施件数（単位：件）〔累計〕

73 91 153 Ａ 148
1-3-18、1-3-
22

（５）中⼩企業者の⾃主的な努⼒を促進するために必要な環境整備（条例第７条第１項第５号関係）

概 要

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-5-1
中⼩企業東⽇本⼤震災復興資⾦の融資額
（単位：億円）〔累計〕

4,173 4,192 4,203 Ａ 4,213
現状値はH23〜R3年までの累計、⽬標
値はH23年からの累計

○ 1-1-3、1-1-6

2-5-2
職場環境改善やデジタル技術導⼊等の⽀
援事業者数（単位：者）〔累計〕

− 8 7 Ｂ 32 ○ 1-1-1

◎具体的施策（５）の15指標は、実績値未確定の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が14
指標（100％）でした。
○事業者による３Ｒ（Reduce、Reuse、Recycle）を促進するため、産業・地域ゼロエ
ミッション推進事業補助や再⽣資源利⽤認定製品の認定を実施しました。
○⺠間企業等にＣＩＯ補佐官やＤＸアドバイザーなどの専⾨⼈材を派遣し、ＤＸの推進に
係るセミナー等の開催やアドバイスを⾏ったほか、ローカル５Ｇ（第５世代移動通信シス
テム）を活⽤した遠隔地⾒学や新型機器による電波影響調査など、情報通信技術を活⽤し
た地域課題解決に向けて取り組みました。
○特許等実施件数：「岩⼿県知的財産活⽤推進プラン」に基づき、実施件数増加に向け
て、⾼等教育機関及び公設試験研究機関等との意⾒交換の場の設定や研究開発⽀援などに
取り組みました。（国の統計結果未公表のため実績値未確定）

Ａ
9指標
64%

Ｂ
5指標
36%
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-5-3
海洋研究成果普及セミナー等実施件数
（単位：件）〔累計〕

5 8 7 Ｂ 32

2-5-4
新規⽴地・増設件数（単位：件）〔累
計〕

29 30 33 Ａ 120

2-5-5
県北・沿岸地域における新規⽴地・増設
件数（単位：件）〔累計〕

7 5 4 Ｂ 20 指標「新規⽴地・増設件数」の内数

2-5-6
ファブテラスいわての利⽤者数（単位：
⼈）〔累計〕

1,190 1,100 1,047 Ｂ 4,400 2-7-5

2-5-7
エコ協⼒店いわて認定店舗数（単位：店
舗）

301 301 313 Ａ 301

2-5-8
事業者等の３Ｒ推進の取組に対する⽀援
実施件数（単位：件）〔累計〕

131 143 149 Ａ 161

2-5-9
ＩＬＣ講演会・イベント参加者数（単
位：⼈）

4,900 5,700 10,610 Ａ 6,600

2-5-10
加速器関連産業における共同研究開発件
数（単位：件）〔累計〕

3 5 6 Ａ 8

2-5-11 競争的外部資⾦獲得件数（単位：件） 51 54 63 Ａ 64
2-5-12 特許等実施件数（単位：件）〔累計〕 134 137 − − 554 現状値はR2年の値、実績値未確定

2-5-13
県の⽀援による研究開発実施件数（単
位：件）〔累計〕

11 11 9 Ｂ 44

2-5-14
市町村デジタル技術利活⽤サービス開始
数（単位：件）

49 28 60 Ａ 40

2-5-15
オープンデータ公開項⽬数（単位：件）
〔累計〕

153 188 213 Ａ 278
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（６）地域資源を活⽤した商品・役務の販売先・提供先の開拓、新たな地域資源の発掘等（条例第７条第２項関係）

概 要

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-6-1
国内の⾷の商談会等出展者数（単位：
者）〔累計〕

567 500 561 Ａ 2,000
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

○
2-2-13、2-8-
12

1-2-13

2-6-2
国内の⾷の商談会有望取引件数（単位：
件）〔累計〕

309 400 429 Ａ 1,600
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

○
2-2-14、2-8-
13

1-2-14

2-6-3
伝統的⼯芸品の製造品出荷額（単位：百
万円）

2,463 2,579 2,898 Ａ 2,927 ○
2-1-18、2-2-
17、2-8-16

1-2-15

2-6-4
観光消費額単価（⽇本⼈・県外・宿泊）
（単位：千円）

27.8 29.6 33.2 Ａ 31.4 現状値はR2年の値 2-10-6

2-6-5
観光消費額単価（外国⼈・宿泊）（単
位：千円）

64.2 64.2 61.6 Ｂ 64.2 現状値はR2年の値 2-10-7

2-6-6
宿泊者数（延べ⼈数・全施設）（単位：
万⼈泊）

431.2 575.5 585.5 Ａ 719.8 現状値はR2年の値 2-10-8

◎具体的施策（６）の21指標は、実績値未確定の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が17
指標（85％）、達成度Ｃ、Ｄの指標が３指標（15％）でした。
○素材需要量：資材⾼騰等に伴う全国的な住宅着⼯⼾数の減少により、建築⽤材の需要が
減少したことから、製材⼯場等での素材需要量が減少しました。
○⽔産加⼯事業者１社当たりの製造品出荷額：サケ、サンマ等主要⿂種の不漁による⽔揚
量の減少や原材料価格の⾼騰等により、加⼯原料の調達が困難となるなどの影響がありま
した。
○「⾦⾊の⾵」「銀河のしずく」の販売数量：作付⾯積は4,900haと前年度の2,750haから
拡⼤し、販売数量も前年度の12,248トンから増加したものの、当初計画していた作付⾯積
には達しなかったことなどから、⽬標とする販売数量を確保できませんでした。
◇年間売上⾼１億円以上の産直数：統計調査中のため実績値未確定

Ａ
14指標
70%

Ｂ
3指標
15%

Ｃ
1指標
5%

Ｄ
2指標
10%
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-6-7
岩⼿型住宅賛同事業者による県産⽊材を
使⽤した岩⼿型住宅建設⼾数の割合（単
位：％）

23.6 26.8 53.8 Ａ 32.0

2-6-8
事業体当たり６次産業化販売額（単位：
千円）

19,374 19,930 21,454 Ａ 21,580 現状値はR2年の値

2-6-9
農⼭漁村発イノベーションによる商品化
件数（単位：件）〔累計〕

36 60 60 Ａ 96

2-6-10 素材需要量（単位：千㎥） 1,204 1,249 1,002 Ｄ 1,348

2-6-11
⽔産加⼯事業者１社当たりの製造品出荷
額（単位：億円）

5.95 6.19 5.44 Ｄ 6.56 現状値はR1年の値 1-1-4

2-6-12
いわて⽜取扱い推奨店登録数（単位：店
舗）

368 390 411 Ａ 420

2-6-13
「⾦⾊の⾵」「銀河のしずく」の販売数
量（単位：トン）

9,743 25,000 20,907 Ｃ 35,000

2-6-14
県産農林⽔産物取扱海外事業者数（単
位：社）

63 68 70 Ａ 77

2-6-15
いわて地産地消給⾷実施事業所数（単
位：施設）

79 81 81 Ａ 87

2-6-16
年間売上⾼１億円以上の産直数（単位：
施設）

39 41 − − 44 実績値未確定

2-6-17
いわて地球環境にやさしい事業所認定数
（単位：事業所）

228 272 270 Ｂ 344 1-2-16

2-6-18
乗⽤⾞の登録台数に占める次世代⾃動⾞
の割合（単位：％）

22.7 27.1 26.9 Ｂ 33.7 1-2-17

2-6-19
再⽣可能エネルギー導⼊量（単位：Ｍ
Ｗ）

1,681 1,966 1,967 Ａ 2,198 1-1-2

2-6-20 チップの利⽤量（単位：ＢＤt） 243,110 230,650 244,371 Ａ 231,070

2-6-21
気候変動適応に関するセミナー等の受講
者数（単位：⼈）〔累計〕

117 120 186 Ａ 480
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（７）創業、円滑な事業承継の⽀援（条例第８条関係）

概 要

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-7-1
商⼯指導団体による事業承継診断を受け
た企業数（単位：企業）〔累計〕

1,908 2,628 3,691 Ａ 3,708
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

○ 2-4-4、2-8-4 1-4-3

2-7-2
事業承継の⽀援を受けた企業数（単位：
企業）〔累計〕

3,172 4,772 5,339 Ａ 7,172
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

○ 2-4-5、2-8-5 1-4-4

2-7-3
商⼯指導団体による創業指導回数（単
位：回）〔累計〕

1,499 2,599 2,730 Ａ 4,399
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

○
2-1-16、2-8-
6

1-4-1

2-7-4
いわて起業家育成資⾦の利⽤実績（単
位：件）〔累計〕

284 484 673 Ａ 784
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-1-17、2-8-
7

1-4-2

2-7-5
ファブテラスいわての利⽤者数（単位：
⼈）〔累計〕

1,190 1,100 1,047 Ｂ 4,400 2-5-6

2-7-6 地域おこし協⼒隊員数（単位：⼈） 210 242 266 Ａ 260 1-4-5
2-7-7 移住相談件数（単位：件） 8,128 9,200 10,311 Ａ 11,100 1-3-19

2-7-8
Ｕ・Ｉターン就職者数（単位：⼈）〔累
計〕

855 1,000 788 Ｃ 4,000
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

2-1-15、2-9-
11

1-3-11、1-3-
20

◎具体的施策（７）の12指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が11指標（92％）、達成度Ｃの指標
が１指標（８％）でした。
○県内企業の事業承継を推進するため、事業を引き継いだ者が⾏う事業拡⼤・新規事業に
要する経費の補助に取り組みました。
○県内の産学官⾦の連携により設置した「いわてスタートアップ推進プラットフォーム」
を核として、起業マインドの醸成や経営能⼒の向上等を図るためのセミナーや起業家交流
会等を開催しました。
○Ｕ・Ｉターン就職者数：令和４年度の738⼈を上回ったものの、全国的な⼈⼿不⾜の
中、正社員の求⼈数や賃⾦⽔準の差などを背景に東京圏への転⼊超過の状況が続くなど、
就業者の東京⼀極集中への動きが⾒られました。

Ａ
9指標
75%

Ｂ
2指標
17%

Ｃ
1指標
8%
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-7-9
移住コーディネーター、定住⽀援員等を
配置している市町村数（単位：市町村）

31 33 33 Ａ 33 1-4-6

2-7-10
えるぼし認定企業・いわて⼥性活躍認定
企業等数（単位：社）〔累計〕

362 542 545 Ａ 812 2-9-17 1-3-6

2-7-11
経営者研修受講者数（単位：⼈）〔累
計〕

646 876 914 Ａ 1,266 2-9-25

2-7-12
⼥性のエンパワーメント研修受講者数
（単位：⼈）〔累計〕

574 814 792 Ｂ 1,204 2-9-26

（８）⼩規模企業者への⽀援（条例第９条関係）

概 要

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-8-1
経営⾰新計画承認件数（単位：件）〔累
計〕

805 895 908 Ａ 1,045
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

○ 2-2-1、2-4-1 1-2-1、1-3-1

◎具体的施策（８）の16指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が16指標（100％）でした。
○中⼩企業等の⽣産性向上及び適切かつ円滑な価格転嫁に向け、新たな設備投資や⼈材育
成等に要する経費を補助し、賃上げのための環境整備に取り組む中⼩企業等の⽀援に取り
組みました。
○県内企業の事業承継を推進するため、事業を引き継いだ者が⾏う事業拡⼤・新規事業に
要する経費の補助に取り組みました。
○ライフスタイルの変化や消費者のニーズを捉えた商品開発、⼈材育成等の⽀援のための
専⾨家派遣のほか、地場産品の展⽰販売イベントの実施や国際的な⾒本市への出展を通じ
た、国内外への販路開拓及び魅⼒発信に取り組みました。

Ａ
14指標
87%

Ｂ
2指標
13%
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-8-2
商⼯指導団体による指導を受けた企業・
組合数（単位：企業・組合）〔累計〕

115,905 189,905 193,364 Ａ 300,905
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

○ 2-2-2、2-4-2 1-2-2、1-3-2

2-8-3
データ利活⽤による経営⼒強化を図る企
業のモデル事例創出件数（単位：件）
〔累計〕

− 4 7 Ａ 16 ⽬標値はR5年からの累計 2-2-3、2-4-3 1-2-3、1-3-3

2-8-4
商⼯指導団体による事業承継診断を受け
た企業数（単位：企業）〔累計〕

1,908 2,628 3,691 Ａ 3,708
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-4-4、2-7-1 1-4-3

2-8-5
事業承継の⽀援を受けた企業数（単位：
企業）〔累計〕

3,172 4,772 5,339 Ａ 7,172
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-4-5、2-7-2 1-4-4

2-8-6
商⼯指導団体による創業指導回数（単
位：回）〔累計〕

1,499 2,599 2,730 Ａ 4,399
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-1-16、2-7-
3

1-4-1

2-8-7
いわて起業家育成資⾦の利⽤実績（単
位：件）〔累計〕

284 484 673 Ａ 784
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-1-17、2-7-
4

1-4-2

2-8-8
商⼯観光振興資⾦及び中⼩企業成⻑応援
資⾦の貸付件数（単位：件）〔累計〕

2,046 3,446 4,207 Ａ 5,546
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-3-1 1-2-4

2-8-9
設備貸与制度の利⽤実績（単位：件）
〔累計〕

83 137 163 Ａ 218
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-3-2 1-2-5

2-8-10
商業・サービス業者に対する専⾨家利⽤
企業数（単位：企業）〔累計〕

694 1,076 1,439 Ａ 1,796
現状値はR1〜R3年までの累計、⽬標
値はR1年からの累計

2-2-4、2-4-6 1-2-6

2-8-11
にぎわいや魅⼒づくりにつながる活動に
取り組む商店街の割合（単位：％）〔累
計〕

61.9 61.5 71.6 Ａ 64.5 2-2-5、2-4-7 1-2-7

2-8-12
国内の⾷の商談会等出展者数（単位：
者）〔累計〕

567 500 561 Ａ 2,000
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

2-2-13、2-6-
1

1-2-13

2-8-13
国内の⾷の商談会有望取引件数（単位：
件）〔累計〕

309 400 429 Ａ 1,600
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

2-2-14、2-6-
2

1-2-14

2-8-14
⽔産加⼯業者における商品開発等の⽀援
件数（単位：件）〔累計〕

17 40 32 Ｂ 160
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

2-2-15 1-1-5
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-8-15
国内の⾷の商談会等出展者（⽔産加⼯
業）数（単位：者）〔累計〕

89 95 94 Ｂ 380 2-2-16

2-8-16
伝統的⼯芸品の製造品出荷額（単位：百
万円）

2,463 2,579 2,898 Ａ 2,927
2-1-18、2-2-
17、2-6-3

1-2-15

（９）雇⽤環境の整備に対する⽀援等（条例第10条関係）

概 要

№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-9-1
いわて働き⽅改⾰推進運動参加事業者数
（単位：事業者）〔累計〕

680 945 945 Ａ 1,350 ○ 1-3-4

2-9-2 年次有給休暇の取得率（単位：％） 56.1 60.2 59.2 Ｃ 65.0 現状値はR2年の値

2-9-3
放課後児童クラブの待機児童数(５⽉時
点)（単位：⼈）

142 90 64 Ａ 0

2-9-4
放課後⼦供教室において指導者を配置し
て「体験活動」を実施している教室の割
合（単位：％）

67.0 75.0 76.3 Ａ 90.0

◎具体的施策（９）の26指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が17指標（66％）、達成度Ｃ、Ｄの
指標が９指標（34％）でした。
○岩⼿県内に将来働いてみたいと思う企業がある⾼校⽣の割合：学校の授業やインター
ネット等において、県内企業の情報や県内で働くイメージを⼗分に浸透させることができ
ず、「今は分からない」の回答が約６割を占めました。
○障がい者委託訓練の修了者の就職率：受講者と委託先機関との間における障がいの特性
や受⼊体制のミスマッチ等により、就職に⾄らないケースがありました。
○不妊治療休暇制度等導⼊事業者数：事業者において、本休暇制度等導⼊に向けた調整に
時間を要している等の事情が考えられることから伸び悩みました。
○農業や⽔産業に取り組んでいる就労継続⽀援事業所数：農林⽔産業者と就労継続⽀援事
業所とのマッチング⽀援等に取り組みました。

Ａ
9指標
35%

Ｂ
8指標
31%

Ｃ
5指標
19%

Ｄ
4指標
15%
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-9-5
保育⼠・保育所⽀援センターマッチング
件数（単位：件）〔累計〕

114 114 100 Ｂ 456

2-9-6
いわて⼦育てにやさしい企業等認証の認
証数（単位：事業者）〔累計〕

75 245 223 Ｂ 515

2-9-7
いわて健康経営認定事業所数（単位：事
業所）

352 646 591 Ｂ 1,036 ○ 1-3-5

2-9-8
岩⼿県内に将来働いてみたいと思う企業
がある⾼校⽣の割合（単位：％）

− 35.0 19.8 Ｄ 50.0 ○ 2-1-1
1-3-8、1-3-
15

2-9-9
ジョブカフェいわてのサービスを利⽤し
て就職決定した⼈数（単位：⼈）

1,027 1,150 1,158 Ａ 1,330 ○ 2-1-13 1-3-9

2-9-10 ⼤卒者３年以内の離職率（単位：％） 37.0 31.0 33.5 Ｂ 31.0 ○ 2-1-14 1-3-10

2-9-11
Ｕ・Ｉターン就職者数（単位：⼈）〔累
計〕

855 1,000 788 Ｃ 4,000
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

○
2-1-15、2-7-
8

1-3-11、1-3-
20

2-9-12
在職者訓練の修了者数（県実施分）（単
位：⼈）

1,647 1,880 1,774 Ｂ 1,880

2-9-13
離職者等を対象とした職業訓練の受講者
の就職率（単位：％）

80.7 80.0 72.5 Ｂ 80.0 現状値はR1年の値

2-9-14
障がい者委託訓練の修了者の就職率（単
位：％）

73.7 74.5 69.2 Ｄ 76.0

2-9-15 技能検定合格者数（単位：⼈） 1,172 1,345 902 Ｃ 1,345

2-9-16
県⽴職業能⼒開発施設における県内に事
業所がある企業への就職率（単位：％）

83.6 81.2 90.2 Ａ 81.2

2-9-17
えるぼし認定企業・いわて⼥性活躍認定
企業等数（単位：社）〔累計〕

362 542 545 Ａ 812 2-7-10 1-3-6

2-9-18 正社員就職・正社員転換数（単位：⼈） 9,323 12,000 9,529 Ｃ 12,000 1-3-7

2-9-19
障害者就業・⽣活⽀援センターの登録者
数（単位：⼈）

2,768 2,910 2,901 Ｂ 3,123

2-9-20
農業や⽔産業に取り組んでいる就労継続
⽀援事業所数（単位：事業所）

133 139 116 Ｄ 147
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-9-21
「いわて⼦育て応援の店」協賛店舗数
（単位：店舗）〔累計〕

2,225 2,500 2,431 Ｃ 2,800

2-9-22
⼦育てサポートセンターにおける⼦育て
⽀援研修等参加者数（単位：⼈）〔累
計〕

136 140 369 Ａ 560

2-9-23
不妊治療休暇制度等導⼊事業者数（単
位：事業者）〔累計〕

2 26 8 Ｄ 60

2-9-24
ライフプランセミナーの受講者数（単
位：⼈）〔累計〕

268 400 696 Ａ 1,600

2-9-25
経営者研修受講者数（単位：⼈）〔累
計〕

646 876 914 Ａ 1,266 2-7-11

2-9-26
⼥性のエンパワーメント研修受講者数
（単位：⼈）〔累計〕

574 814 792 Ｂ 1,204 2-7-12

（10）消費の促進等（条例第11条関係）

概 要
◎具体的施策（10）の21指標は、実績値未確定の２指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が18
指標（95％）、達成度Ｄの指標が１指標（５％）でした。
○三陸鉄道の年間利⽤者数：新型コロナウイルス感染症の影響で増加した⾃家⽤⾞による
⼦の送迎などから三陸鉄道への利⽤の回帰が進まず、また、観光・団体利⽤をはじめとし
た定期外利⽤の回復にも遅れが⾒られました。
○県産品輸出額（加⼯⾷品・⼯芸品）：海外事務所などの海外との⼈的ネットワークを活
⽤した効果的な県内企業への⽀援と裾野の拡⼤を図り、海外商談会・⾒本市への出展など
に取り組みました。（統計調査中のため実績値未確定）
○観光客数（歴史・⽂化に関係する観光地点での⼊込客数）：ＳＮＳ等を活⽤した県内の
⽂化芸術活動の情報発信に取り組みました。（国の統計結果未公表のため実績値未確定）

Ａ
16指標
84%

Ｂ
2指標
11%

Ｄ
1指標
5%
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-10-1
アンテナショップ（東京）の新規成約件
数（単位：件）〔累計〕

65 100 106 Ａ 175 ○

2-10-2
アンテナショップ（東京、⼤阪、福岡）
における県産品販売額（単位：百万円）

535 553 598 Ａ 606 ○

2-10-3
県産品輸出額（加⼯⾷品・⼯芸品）（単
位：百万円）

786 810 − − 930 実績値未確定 ○

2-10-4
海外商談会等における出展企業数（単
位：者）〔累計〕

49 50 60 Ａ 200
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

○

2-10-5
海外商談会等における商談成約等件数
（単位：件）〔累計〕

14 25 49 Ａ 100
現状値はR3年単年の値、⽬標値はR5
年からの累計

○

2-10-6
観光消費額単価（⽇本⼈・県外・宿泊）
（単位：千円）

27.8 29.6 33.2 Ａ 31.4 現状値はR2年の値 2-6-4

2-10-7
観光消費額単価（外国⼈・宿泊）（単
位：千円）

64.2 64.2 61.6 Ｂ 64.2 現状値はR2年の値 2-6-5

2-10-8
宿泊者数（延べ⼈数・全施設）（単位：
万⼈泊）

431.2 575.5 585.5 Ａ 719.8 現状値はR2年の値 2-6-6

2-10-9
外国⼈宿泊者数（延べ⼈数 全施設）（単
位：万⼈泊）

8.8 27.7 28.2 Ａ 46.6 現状値はR2年の値

2-10-10
本県への再来訪意向を持つ⼈の割合（単
位：％）

85.0 85.0 85.1 Ａ 85.0 2-1-19

2-10-11
いわて花巻空港の航空旅客数（単位：千
⼈）

206 494 477 Ｂ 552

(2-10-11)
いわて花巻空港の航空旅客数（単位：千
⼈）内訳：国内

206 464 446 − 499 内訳：国内

(2-10-11)
いわて花巻空港の航空旅客数（単位：千
⼈）内訳：国際

− 30 31 − 53 内訳：国際

2-10-12 国内定期便の利⽤率（単位：％） 39.7 63.0 64.9 Ａ 67.8
2-10-13 国際線の利⽤率（単位：％） − 62.1 91.5 Ａ 69.9

2-10-14
乗合バス事業者のノンステップバスの導
⼊率（単位：％）

38.9 41.0 45.7 Ａ 44.0
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№ 指標名 R3現状値 R5⽬標値 R5実績値 達成度
R8計画
⽬標値

備  考
主な
指標

具体的施策
重複№

重点取組事項
№

2-10-15
ＩＧＲいわて銀河鉄道の年間利⽤者数
（単位：万⼈）

433 450 453 Ａ 453

2-10-16 三陸鉄道の年間利⽤者数（単位：万⼈） 61 70 62 Ｄ 83

2-10-17
観光客数（歴史･⽂化に関係する観光地点
での⼊込客数）（単位：千⼈）

1,698 2,440 − − 3,375 実績値未確定

2-10-18
スポーツ⼤会・合宿・イベントの参加者
数（単位：⼈）〔累計〕

314,000 512,000 556,357 Ａ 896,000

2-10-19
⾷の安全安⼼に関する講座型リスクコ
ミュニケーションの延べ受講者数（単
位：⼈）〔累計〕

− 100 155 Ａ 400

2-10-20
ＨＡＣＣＰ導⼊に関する講習会の受講者
数（単位：⼈）〔累計〕

4,928 3,700 4,252 Ａ 14,800

2-10-21
流通⾷品検査等の基準適合割合（単
位：％）

99.9 99.5 99.9 Ａ 99.5
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○中小企業振興条例

平成27年３月27日 

条例第33号 

中小企業振興条例をここに公布する。 

中小企業振興条例 

（目的） 

第１条 この条例は、中小企業が地域の経済社会において果たす役割の重要性に鑑み、中小企業の振興に関し、基本理念を定め、並びに県及び

中小企業者等の責務並びに県民の役割を明らかにするとともに、中小企業の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進することにより、持

続可能で活力ある地域経済の振興を図り、もって県民が潤いのある豊かな生活を安心して営むことができる社会の実現に寄与することを目的

とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(１) 中小企業者 中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第２条第１項に規定する中小企業者であって、県内に事務所又は事業所を有する

ものをいう。 

(２) 中小企業関係団体 商工会議所、商工会、中小企業団体中央会その他の県内に主たる事務所を有する中小企業に関する団体をいう。

(３) 小規模企業者 中小企業基本法第２条第５項に規定する小規模企業者であって、県内に事務所又は事業所を有するものをいう。

（基本理念） 

第３条 中小企業の振興は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければならない。 

(１) 中小企業者の新たな事業分野の開拓及び経済的社会的環境の変化に対応した経営の向上に向けた自主的な努力の促進を図ること。

(２) 中小企業者による魅力ある多様な就業の機会の創出及び中小企業者の事業活動により地域において生産され、若しくは販売される商品
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の消費又は提供される役務の利用の促進を図ること。 

(３) 前２号に掲げる事項が行われるに当たっては、県、市町村、中小企業者、県民、教育機関、中小企業関係団体その他の関係機関及び関

係団体が参加し、連携し、及び協力するよう努めること。 

（県の責務） 

第４条 県は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、中小企業の振興に関する施策を総合的に策定し、及び実施するもの

とする。 

（中小企業者等の責務） 

第５条 中小企業者は、基本理念にのっとり、新たな事業分野の開拓及び経済的社会的環境の変化に対応した経営の向上に向けた自主的な取組

を行うよう努めるものとする。 

２ 中小企業者は、基本理念にのっとり、魅力ある多様な就業の機会の創出、住民の生活に関する多様な需要に応じた商品の生産若しくは販売

又は役務の提供等を通じて、地域社会の活性化及び住民生活の向上に努めるものとする。 

３ 中小企業関係団体は、中小企業者の事業活動に関する相談、指導、研修等の実施に努めるものとする。 

（県民の役割） 

第６条 県民は、中小企業者の事業活動により地域において生産され、若しくは販売される商品又は提供される役務の価値についての関心と理

解を深め、当該商品の消費等により、基本理念の実現に積極的な役割を果たすよう努めるものとする。 

（中小企業者の自主的な努力の促進等） 

第７条 県は、中小企業者の新たな事業分野の開拓及び経済的社会的環境の変化に対応した経営の向上に向けた自主的な努力を促進するため、

教育機関、研究機関、金融機関、中小企業関係団体等と連携し、次に掲げる施策を講ずるものとする。 

(１) 中小企業者の事業活動を担う人材の確保及び育成並びに中小企業者の事業活動について県民の関心と理解を深めるための広報活動の

充実を図ること。 
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(２) 新たな商品又は役務の開発その他の新たな事業活動に関する中小企業者の研究開発、研究機関又は教育機関と連携した研究成果の事業

化、情報通信技術等を活用した新たな販売先の開拓等による事業規模の拡大等を支援すること。 

(３) 中小企業者による新たな事業活動の実施等に必要な資金の円滑な供給を図ること。

(４) 新たな経営管理方法の導入等の経営に関する相談、指導、研修等に係る体制を整備するとともに、中小企業者が共同して行う事業活動

のための情報の交換の促進その他の必要な支援を行うこと。 

(５) 前各号に掲げるもののほか、中小企業者の自主的な努力を促進するために必要な環境を整備すること。

２ 県は、中小企業者の事業活動における地域資源を活用した魅力ある商品の生産若しくは販売又は役務の提供を促進するため、その事業活動

の特性等に応じ、当該商品又は役務に係る新たな販売先の開拓等による事業規模の拡大、新たな地域資源の発掘その他の必要な施策を講ずる

ものとする。 

（創業の支援等） 

第８条 県は、中小企業の創業及び中小企業者の事業の円滑な承継を支援するため、情報の提供、研修の充実、必要な資金の円滑な供給その他

の必要な施策を講ずるものとする。 

（小規模企業者への支援） 

第９条 県は、小規模企業者の地域における持続的な事業活動及び着実な成長発展を支援するため、経営に関する相談、指導、研修等に係る体

制を整備するとともに、必要な資金の円滑な供給その他の経営資源の確保のために必要な施策を講ずるものとする。 

（雇用環境の整備に対する支援等） 

第10条 県は、中小企業者による魅力ある多様な就業の機会の創出を促進するため、中小企業者が行う仕事と生活の調和を図ることができるよ

うな雇用環境の整備に対する支援、中小企業者の事業活動に関する広報活動の充実等を図るとともに、職業能力の開発、職業相談の実施等、

若年者及び女性をはじめとする県民の地域における就業を促進するために必要な施策を講ずるものとする。 
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（消費の促進等） 

第11条 県は、中小企業者の事業活動により地域において生産され、若しくは販売される商品又は提供される役務の価値について、これを広く

国内外へ発信する等、当該商品の消費等の促進を図るための施策を講ずるものとする。 

（基本計画） 

第12条 知事は、中小企業の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、中小企業の振興に関する基本的な計画（以下この条にお

いて「基本計画」という。）を定めなければならない。 

２ 基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

(１) 中小企業の振興に関する総合的かつ長期的な目標及び施策の方向

(２) 前号に掲げるもののほか、中小企業の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項

３ 知事は、基本計画を定めようとするときは、あらかじめ、中小企業者、中小企業関係団体及び県民の意見を反映することができるよう必要

な措置を講ずるとともに、岩手県附属機関条例（令和５年岩手県条例第４号）別表第７の１の項に掲げる岩手県商工観光審議会の意見を聴か

なければならない。 

４ 知事は、基本計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表しなければならない。 

５ 前２項の規定は、基本計画の変更について準用する。 

（一部改正〔令和５年条例４号〕） 

（施策の実施状況の公表） 

第13条 知事は、毎年度、中小企業の振興に関する施策の実施状況を公表するものとする。 

（市町村への支援） 

第14条 県は、市町村が実施する中小企業の振興に関する施策について、情報の提供、技術的な助言その他の措置を講ずるよう努めるものとす

る。 
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（財政上の措置等） 

第15条 県は、中小企業の振興に関する施策を推進するため、必要な財政上の措置を講ずるよう努めるものとする。 

２ 県は、県の工事の発注、業務の委託並びに物品及び役務の調達に当たっては、中小企業者の受注の機会の確保に努めるものとする。 

附 則 

この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年３月28日条例第４号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、令和５年４月１日から施行する。 
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